
 1 

一般社団法人十勝地区サッカー協会 定款細則 

                               （平成２２年４月１日 制定） 

第１章 総 則 

（目 的)  

第１条 この細則は、一般社団法人十勝地区サッカー協会(以下「本協会」という。)の｢定款｣第５５条の規定に

基づき本協会の組織及び運営等に関する細部を規定する。 

 

（加 盟) 

第２条 本協会は、十勝全域のサッカーを統括する団体として、公益財団法人北海道サッカー協会（以下「北海

道サッカー協会」という。）並びに帯広市スポーツ協会及び十勝管内スポーツ協会連絡協議会に加盟する。 

 

（遵守義務) 

第３条 本協会の会員は、公益財団法人日本サッカー協会並びに北海道サッカー協会の定款、基本規程及び本協

会の定款、定款細則及びこれに付随する諸規定を遵守する義務を負うものとする。 

 

第２章 組 織 

（役員の選出） 

第４条 役員は、別に定める規定に基づき総会において選出する。 

（役員の定年) 

第５条 役員は、その就任時において、会長及び副会長は満７０歳未満、その他の理事及び監事は満６５歳未満

でなくてはならない。ただし、総会において特に承認が得られた者はこの限りではない。 

（役付理事の選任） 

第６条 理事の互選により会長、副会長、専務理事及び常務理事を選任する。 

２ 前項の専務理事は、北海道サッカー協会の十勝地域を代表する理事とする。 

（特任理事） 

第７条 本協会の運営を円滑に行うため、常務理事会に諮り理事会の承認を得て、学識及び特別な任務を有する

特任理事（以下｢特任理事｣という）若干名を置くことができる。 

２ 特任理事は、常務理事会に諮り理事会の承認を経て会長が委嘱する。 

３ 特任理事は、理事会に出席し、意見を述べ、質疑に応じることができる。ただし、議決権は有しない。 

 

第３章 委員会 

（委員会の設置） 

第８条 定款第５２条３号により、次の専門委員会を設置する。 

 

(1) 財務委員会   (6) 第３種委員会     (11) キッズ委員会 

(2) 審判委員会   (7) 第４種委員会     (12) 施設委員会 

(3) 技術委員会   (8) 女子委員会      (13) 規律・フェアプレー委員会 

(4) 第１種委員会  (9) フットサル委員会   (14) ファミリー拡大委員会 

(5) 第２種委員会  (10) シニア委員会   
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２ 前項各号の委員会の主たる業務は次のとおりとする。 

(1) 技術委員会 

   強化部 

   ア トレーニングセンター（Ｕ－１６、Ｕ－１５、Ｕ－１４、Ｕ－１３、Ｕ－１２）の運営 

   イ 社会人選抜の編成と運営 

   ウ 強化プログラムの研究 

   指導部 

ア 選手の技術向上に関わる事業の実施。 

イ 技術講習会、研修会、練習会等の立案及び実施に関すること。 

ウ 指導者の養成及び登録に関すること。 

エ 指導者の研修及び派遣に関すること。 

オ サッカー競技の指導方針に関すること。 

カ 選手の育成強化の方針及び対策に関すること。 

(2) 審判委員会 

ア 「審判委員会及び審判員に関する規定」第２条の事業。 

イ １級、２級審判取得、派遣、研修事業の実施に関すること。 

(3) １種委員会 

ア 登録種別第１種のうち社会人及び大学、専門学校に関すること。 

イ 登録種別第１種のうち社会人及び大学、専門学校に関する大会及び試合の監理に関すること。 

(4) ２種委員会 

ア 登録種別第２種に関すること。 

イ 登録種別第２種に関する大会及び試合の監理に関すること。 

(5) ３種委員会 

ア 登録種別第３種に関すること。 

イ 登録種別第３種に関する大会及び試合の監理に関すること。 

(6) ４種委員会 

ア 登録種別第４種に関すること。 

イ 登録種別第４種に関する大会及び試合の監理に関すること。 

(7) 女子委員会 

ア 登録種別女子関すること。 

イ 登録種別女子関する大会及び試合の監理に関すること。 

ウ 女子のサッカー競技の普及に関すること。 

(8) シニア委員会 

ア 登録種別シニアに関すること。 

イ 登録種別シニアに関する大会及び試合の監理に関すること。 

ウ シニア世代に関する拡大事業の企画立案と調整 

(9) フットサル委員会 

ア 登録種別フットサルに関すること。 
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イ 登録種別フットサルに関する大会及び試合の監理に関すること。 

ウ フットサル競技の普及に関すること。 

  (10)財務委員会 

    ア 毎年度の予算案及び決算案の作成 

    イ 各事業実施に関する予算統制 

    ウ 資金運用、資金計画に関する検討 

    エ 各種基金管理運用 

    オ 協会自主財源確保 

    カ 長期財政計画の立案 

    キ その他財務及び経理に関する重要事項の検討 

(11)規律・フェアプレー委員会 

ア スポーツマンシップに関する事項。 

イ 競技及び競技会に関連する違反行為に対する調査・審議及び懲罰事項の決定に関すること。 

ウ サッカー競技に対する一般世評を悪化させる恐れのある事項の防止に関する事項 

(12)施設委員会 

ア 十勝管内のサッカー競技施設に関すること。 

イ 十勝管内のサッカー競技施設の利用調整に関すること。 

ウ 施設整備計画及び協会競技備品等の管理に関すること 

(13)キッズ委員会 

ア キッズ世代（Ｕ－９～Ｕ－６）におけるフェスティバルの開催に関すること。 

    イ 管内の幼稚園、保育所等における巡回指導の実施 

    ウ ＪＦＡキッズプログラムの普及活動及び広報活動 

    エ キッズ世代に関する事業の企画立案と調整 

(14)ファミリー拡大委員会 

    ア すべての年代におけるサッカーファミリー拡大推進 

    イ 普及活動を中心とした支援体制の構築 

  ウ その他サッカーファミリー普及拡大活動に関すること 

３ 第１項に規定する委員会に含まれない業務の必要が生じた場合には特別委員会を置くことができる。特別委

員会の委員長及び委員の選出、設置、廃止及び業務については会長が別に定めるものとする。 

（組織及び委員） 

第９条 専門委員会は、それぞれ委員長及び若干名の委員をもって構成する。 

２ 委員長は理事が就任する。ただし、特別委員会については、この限りではない。 

３ 各部門の委員長及び委員は、本協会の事業に関し、知識、経験、及び熱意を有する者のうちから、常務理事

会に諮り理事会の承認を経て会長が委嘱する。 

４ 各部門の委員長及び委員の任期は２年とし、再任されることができる。 

（委員の選出） 

第１０条 委員長は別に定める規定に基づき委員を選出し、理事会の承認を受ける。 

（委員の任務及び費用弁償） 

第１１条 委員は事務会務の実施運営に当たる。 
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２ 委員の費用弁償は、本協会の旅費等に関する規程を準用する。 

（委員会の開催） 

第１２条 委員会は随時必要に応じて開き、必要業務を遂行する。 

（所管事項） 

第１３条 各部門は、所管事項に関し、理事会の諮問に応じて答申を行い、又は諮問を待たずして意見を具申す

るほか、理事会の決定に従い、所管事項に関する事業を実施する。 

（委員長の権限） 

第１４条 各部門の委員長は、次の権限を有する。 

   (1) 理事会に出席して、その所管事項に関する報告又は意見陳述を行うこと。 

   (2) 緊急を要するため、会議に付議することが困難な事項に関し、自らの判断に基づき決定すること。 

   (3) 各部門の委員長は、前項第２号の決定を行った場合には、次の委員会においてこれを報告しなければ

ならない。 

（細則の制定） 

第１５条 各部門は、その所管事項に関し、理事会の承認を得て、細則を制定することができる。 

 

第４章 連 盟 

 

第１６条 本協会は、サッカー競技の普及発展及び円滑な運営を図るため、次の連盟を置く。 

① 十勝社会人サッカー連盟 

② 十勝少年サッカー連盟 

③ 十勝管内女子サッカー連絡協議会 

④ 十勝フットサル連盟 

⑤ 十勝シニアサッカー連盟 

２ 前項各号の連盟に関する規定は、理事会の承認を得なければならない。 

 

第５章 十勝サッカー交流会議 

 

第１７条 本協会は、十勝管内の各町村に組織されるサッカー協会及び団体と連携を図る目的で、｢十勝サッカ

ー交流会議｣を設置する。 

 

第６章 総 会 

（総 会) 

第１８条 総会は、次の各号を審議し、議決する。 

⑴ 事業報告 

⑵ 収支決算報告 

⑶ 監査報告 

⑷ 事業計画 

⑸ 予算計画 

⑹ 定款の改廃 
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⑺ 役員の選任 

⑻ その他 

２ 役員、専門委員長、事務局長、事務局次長は総会に出席し、総会の諮問に答えなければならない。 

 

第７章 理事会 

（理事会） 

第１９条 理事会は、次の各号を審議し、承認する。また、専門委員長、事務局長、事務局次長、監事は理事会

に出席して意見を述べることができる。 

⑴ 総会へ提出する次の案件 

ア 事業報告 

イ 収支決算報告  

ウ 監査報告 

エ 事業計画 

オ 予算計画 

カ 定款の改廃 

キ その他 

⑵ 事業計画に基づく運営上の具体的事項の審議 

⑶ 理事会に付託された事項の審議 

⑷ 規則等の改廃 

⑸ その他 

 

第８章 常務理事会 

（常務理事会） 

第２０条 常務理事会は、会長、副会長、専務理事、常務理事をもって組織する。ただし、事務局長は、常務理

事会に出席して意見を述べることができる。 

２ 常務理事会は、会長又は専務理事の要請によりその都度開催し、議長は会長がこれに当たる。 

３ 常務理事会は、常務理事会構成員の３分の２以上の者が出席しなければ、議事を開き、議決することができ

ない。ただし、当該議事につき書面をもってあらかじめ意思を表示した者は出席者とする。 

４ 常務理事会の議事は、出席常務理事会構成員の過半数をもって決し、可否同数のときは議長が決する。 

３ 常務理事会は次の事項につき協議する。 

⑴ 理事会提出議案の作成に関すること。 

⑵ 理事会決議事項の執行に関すること。 

⑶ その他理事会の決議を要しない常務に関すること。 

 

（権 限） 

第２１条 常務理事会は、理事会に付議すべき事項及び本協会の運営に関する事項について、審議・決定する。 

２ 常務理事会の審議・決定事項は、その後に開催される理事会に報告し、必要な事項については承認を得るも

のとする。 

第９章 表彰及び懲罰 
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（表 彰） 

第２２条 本協会の目的達成のため著しい功績のあった個人あるいは団体に対し、別に定める規程に基づいて表

彰する。 

（懲 罰） 

第２３条 本協会に対して不利益又は名誉を損なった個人あるいは団体に対し、別に定める規程に基づいて懲罰

する。 

第１０章 改 正 

（規則の改正） 

第２４条 本細則の改正は、理事会の議決を経て、これを行う。 

 

附 則 

１ 本細則は平成２２年４月１日より施行する。 

２ 本細則の改正は平成３０年５月１８日より施行する。 

３ 本細則の改正は２０２１年（令和３年）５月２４日より施行する。 

４ 本細則の改定は２０２４年（令和６年）５月１６日より施行する。 

 

 

 


